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〇 なんつねが創業 100周年記念祝賀会、「食を生み出すプロセスに貢献する」 

   100年の土台を強固にし、大きく飛躍できる 101年目踏み出す―南常之社長 

なんつねは 24日、大阪市内で創業 100周年

記念祝賀会を開き、関係者・来賓ら 213人が参

加した。 

開会にあたり、南

常之代表取締役社長

（＝写真㊤）は、「当

社は創業者の南常治

郎が1925年に南常刃

物工作所を創業し、

刃物職人として独立

したことから始まる。

オランダのハムスラ

イサーに使う丸歯の

製作依頼を受けたとき、これですき焼き用の

肉が切れないかと考えた。当時の日本は食肉

を食する機会は少なかったが、やがて日本人

もたくさん肉を食べる機会がやってくると確

信し、29 年に日本で初の食肉スライサー（＝

写真㊥）を開発・販売した」と説明した。その

うえで、なんつね「始動期」から２代目常男氏

の「躍進期」、３代目幸次郎氏の「突破期」、４

代目となる自身の「革新期」の沿革と、同社の

ミッションである「食を生み

出すプロセスに貢献する」に

ついて紹介した。 

また、新婚旅行でモルディ

ブを訪れた際にスマトラ島

沖地震の津波に遭遇した体

験に触れ、「人はいつ死ぬか

分からない、常にそれに備え

ることの重要性、そして企業

は社会課題を解決し、社会に

価値を提供し続ける限り、何

百年と永続する、という確信

を得ることができた。この経験は私の人生観、

経営観に大きな影響を与えている。これから

もなんつねは、お客様への貢献を通じ、引続き

社会課題の解決に尽力していく」と決意を述

べた。 

ゲスト出演では、お笑いコンビさや香の新

山士彦さんと石井誠一さんが登場し、軽妙な

トークで会場を沸かせた。その後、来賓として、

(一社)日本食品機械工業会の大川原行雄会長

（㈱大川原製作所代表取締役社長）、フクシマ

ガリレイ㈱の福島豪代表取締役社長、岡田一

樹藤井寺市長が祝辞を述べた。 

また、㈱平井カンパニーの平井正生取締役

会長が乾杯の音頭を務め、一同は 100 周年を

祝してグラスを掲げた。歓談中にはお笑いコ

ンビミサイ

ルマンの西

代洋さんを

ゲストに迎

えて「鮪達

人」による

マグロの解

体ショーが

披露され、

観客を魅了

した。歓談

中、南常之

社長は各テーブルを回り来場者一人一人に、

100 年間のお礼と次の 100 年への思いを話し

ていた。 

終盤には、同社の歩みと未来を描いた「ビジ

ョン映像」が上映され、これからの 10年、20

年を見据えた企業ビジョン

が紹介された。そのなかで南

社長は、「食肉スライサーを

通じて、世界中で薄切り肉を

食べられるようにしていき

たい。日本人にとってスライ

ス肉は非常にポピュラーな

ものだが、日本以外では韓国

と中国ぐらいしか食べない。

ただ、米国のスーパーでも

徐々にスライス肉が売られ

るようになっており、それを

どんどん普及させていきたい。100年間で築き

上げた強固な土台があり、これをさらに強固

にし、大きく飛躍できる 101年目としたい」と

語った。 

最後に、100年前のヴィンテージワイン「シ

ャトーオーブリオン 1925」が登壇者に振る舞

われ、記念すべき節目にふさわしい祝宴とな

った。閉会では、なんつねの橋口真博常務取締

役が登壇し、100年間の感謝と、今後の200年、

300年への支援を求めた。 

家族揃って包丁を入れる南社長 
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